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「
立
教
学
院
の
戦
後
」

宮
川　

英
一

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
本
年
度
も
新
規
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
中
止
し

た
。
来
年
度
以
後
は
、
立
教
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
、『
立
教
学
院
一
五
〇
年
史
』
編
纂
の
資
料
と
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

ま
た
、
立
教
大
学
の
戦
後
史
の
基
礎
史
料
で
あ
る
「
立
教
大
学

庶
務
課
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
基
礎
的
な
整
理
が
完
了

し
、
現
在
、
本
資
料
に
所
収
さ
れ
る
細
目
史
料
を
点
検
し
つ
つ
、

セ
ン
タ
ー
の
内
部
用
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
同
資
料
の
細
目
レ

コ
ー
ド
を
蓄
積
す
る
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。
な
お
、
同
資
料
の

保
存
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
保
存
容
器
の
入
れ
替
え
作

業
を
進
め
て
い
る
。
保
存
容
器
へ
の
入
れ
替
え
作
業
は
、
昭
和
四

一
年
度
分
ま
で
終
え
た
。
加
え
て
、
学
内
発
行
紙
誌
の
『
ニ
ュ
ー

ス
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル　

立
教
大
学
校
友
会
会
報
』（
第
一
号
、
一

九
五
三
年
よ
り
第
二
七
四
号
、
一
九
七
六
年
、
号
外
含
む
）
お
よ

び
そ
の
後
掲
誌
で
あ
る
『
セ
ン
ト
ポ
ー
ル　

立
教
大
学
校
友
会
会

報
』（
第
二
七
五
号
、
一
九
七
六
年
よ
り
第
四
三
七
号
、
二
〇
一

六
年
）
の
第
一
号
か
ら
第
一
〇
九
号
お
よ
び
第
二
八
三
号
か
ら
第

三
一
〇
号
ま
で
の
記
事
見
出
し
一
覧
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
内
部
用

の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
て
、
年
史
編
纂
の
基
礎
資
料
と
し

た
。
以
上
に
述
べ
た
資
料
の
整
理
作
業
や
記
事
目
録
の
作
成
の
ほ

か
に
、
旧
大
学
史
資
料
室
か
ら
移
管
さ
れ
た
資
料
の
保
存
・
修
復

処
理
や
戦
後
立
教
大
学
の
各
部
局
で
作
成
・
保
存
さ
れ
て
き
た
文

書
群
を
新
規
に
受
け
入
れ
た
。
新
規
に
受
け
入
れ
た
文
書
群
は
た

と
え
ば
、「
経
理
課
移
管
資
料
」、「
学
生
部
移
管
資
料
」（
二
〇
二

一
年
度
分
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
順
次
、
整
理
・

保
存
を
進
め
て
立
教
学
院
の
戦
後
史
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。
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